
 

浦
添
市
に
は
、
国
指
定
の
史
跡
と
し
て
琉
球

王
国
初
期
の
王
城
で
あ
る
「
浦
添
グ
ス
ク
」
と

王
陵
の
「
浦
添
よ
う
ど
れ
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

浦
添
グ
ス
ク
の
近
く
に
あ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
の
「
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
」
は
、
学

習
施
設
と
し
て
平
成
十
七
年
に
開
館
し
ま
し

た
。
館
内
に
は
、
浦
添
グ
ス
ク
の
発
掘
調
査
の

出
土
品
や
、
戦
前
の
浦
添
よ
う
ど
れ
の
写
真
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浦
添
よ
う
ど

れ
の
西
室
（
英
祖
王
陵
）
の
内
部
を
実
物
大
で

再
現
し
た
部
屋
が
あ
り
、
お
墓
の
中
に
い
る
よ

う
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
も
み
ど
こ
ろ
は
、
沖
縄
県
指
定
文

化
財
（
彫
刻
）
の
『
浦
添
よ
う
ど
れ
石
厨
子
』

で
す
。
館
内
に
は
、
実
物
大
で
石
棺
を
再
現
し

た
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
棺
に
は
仏
教
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
彫
刻
が
棺
の
ほ
ぼ
全
面
に
彫

ら
れ
、
と
て
も
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

館
内
の
展
示
物
の
説
明
は
「
う
ら
お
そ
い
歴

史
ガ
イ
ド
友
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
で
は
、

「
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
」
の
館
内
だ
け

で
は
な
く
、
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
の
周

辺
や
、
市
内
の
集
落
や
戦
跡
な
ど
、
随
時
ガ
イ

ド
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
有
料
）
。 

 

コ
ー
ス
と
し
て
は
１
時
間
コ
ー
ス
、
２
時
間

コ
ー
ス
、
３
時
間
コ
ー
ス
な
ど
、
ご
都
合
に
あ

わ
せ
て
色
々
な
組
み
合
わ
せ
が
可
能
で
す
。

「
グ
ス
ク
や
よ
う
ど
れ
を
現
地
で
解
説
し
て
ほ

し
い
」
「
平
和
学
習
を
し
た
い
」
「
集
落
内
を

ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
み
た
い
」
な
ど
。
ご
希
望
の

方
は
お
気
軽
に
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
連
絡
先
裏
面
）
。 

第3９号 

発行年月：平成29年4月                 作成：特定非営利活動法人 うらおそい歴史ガイド友の会                 発行：浦添市教育委員会文化課   

う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞

う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞  

【浦添ようどれ石厨子】県指定文化財（彫刻） 

浦添ようどれには「厨子」と呼ばれる洗骨した骨を納

める蔵骨器が東西二つの墓室に計十基あります。うち

四基は中国福建省産の輝緑岩で造られています。 

「
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
」
を 

 
 
 
 
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

浦
添
市
字
安
波
茶
に
は
「
安
波
茶
樋

川
」
と
呼
ば
れ
る
湧
水
が
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
水
道
が
普
及
す
る
以
前
に
は
、
人
々
が
生

活
に
必
要
な
水
を
と
っ
た
場
所
で
あ
り
、
子

供
が
生
ま
れ
た
時
の
「
産
水
」
（
ウ
ブ
ミ

ジ
）
や
正
月
の
若
水
（
ワ
カ
ミ
ジ
）
を
汲
ん

だ
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
１
４
年
に
浦
添
市
の
文
化
財
指
定

を
受
け
ま
し
た
が
、
周
辺
の
斜
面
か
ら
土
砂

が
流
れ
込
み
、
長
ら
く
復
元
が
ま
た
れ
て
い

ま
し
た
。
平
成
２
５
年
か
ら
市
の
「
地
域
資

源
復
元
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
復
元

整
備
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
２
９
年
３
月
に

整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日
、
完

成
を
記
念
し
て
４
月
１
６
日
に
史
跡
安
波
茶

樋
川
の
復
元
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【安波茶樋川】市指定文化財（史跡） 

琉球王国時代の『琉球国旧記』（1731年編纂）の

中にすでに登場する300年近く前からある由緒ある

湧水。現在も地元に大切にされています。 

 

安
波
茶
樋
川
の
み
ど
こ
ろ
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
「
樋
川
」
（
フ
ィ
ー
ジ
ャ
ー
）
と
い
う
呼

称
の
由
来
と
な
っ
た
立
派
な
「
樋
」
（
と
い
）

で
す
。
四
つ
の
琉
球
石
灰
岩
を
つ
な
げ
て
長
い

樋
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
長
さ
は
な
ん
と

４
．
８
ｍ
も
あ
り
、
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る

樋
川
の
中
で
は
最
長
で
す
。 

 

整
備
工
事
の
前
は
、
緑
に
覆
わ
れ
た
空
間

で
、
水
辺
に
は
エ
ビ
な
ど
が
い
ま
し
た
。
こ
の

度
の
整
備
工
事
で
は
、
斜
面
が
再
び
流
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
比
較
的
規
模
の
大
き
な
工

事
を
行
っ
た
た
め
、
一
時
的
に
こ
れ
ら
の
生
き

物
が
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
自

然
の
雰
囲
気
に
戻
る
予
定
で
す
。
す
で
に
斜
面

に
は
緑
が
、
水
辺
に
は
エ
ビ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
な
ど
の
生
き
物
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

一
般
の
方
や
観
光
客
な
ど
も
出
入
り
自
由
で

す
の
で
、
水
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
安
波
茶

樋
川
を
ぜ
ひ
ご
活
用
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
」
と 

 
 

歩
き
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

浦
添
市
指
定
史
跡
「
安
波
茶
樋
川
」
の 

 

 
 

復
元
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
！ 

【史跡安波茶樋川復元落成式】 

史跡安波茶樋川の復元整備が完了し、その落成を

祝うために自治会の方々や工事関係者など約３０

名余りが集まり、落成式が盛況に行われた。 



 

国
指
定
史
跡
「
浦
添
城
跡
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ
の

発
掘
調
査
で
の
出
土
品
や
戦
前
の
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 
 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 
 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 
 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 
 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
の
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公
園

の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
の
模
型
の
ほ
か
、

グ
ス
ク
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
出
土
品
の
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
訪
ね
下
さ
い
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
３
５
５
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 
５
６
系
統 

 
 

浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
の
遺
跡
の
出
土
品
や
民
具
を
収
蔵
・
展

示
し
て
い
る
施
設
で
す
。
展
示
室
で
は
、
縄
文

時
代
の
土
器
か
ら
、
戦
前
ま
で
実
際
に
使
わ
れ

て
い
た
道
具
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
、
浦
添
の

歴
史
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

 

 
 

 
 

 

（
入
館
は
１
６
時
３
０
分
ま
で
） 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
）
・ 

 

 
 

年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
３
４ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
港
川
５
１
２
‐
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
３
４ 

 
 

 
 

内
線
（
６
２
１
６
・
６
２
１
７
） 

 
 

 

 
 

 
 

文
化
課
文
化
財
係
ま
で 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
系
統
他 

 
 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

○
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
展
示
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
、
市
内
の
史
跡

や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
有
料
で
ガ
イ
ド
し
ま
す
。 

   

料
金 

ガ
イ
ド
１
名
当
り
（
２
０
名
ま
で
対
応
可
） 

 

１
時
間 

１
，
５
０
０
円 /

 

２
時
間 

３
，
０
０
０
円 

  

団
体
で
の
ご
利
用
や
、
コ
ー
ス
や
時
間
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

電 

話 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【浦添グスク・ようどれ館】 

浦添ようどれ墓室（西室）の原寸大の模型がみどころ。館内

は、ＮＰＯ法人うらおそい歴史ガイドが展示の解説も担当し

ます。駐車場も完備しています（大型バスも対応可）。 

○
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

○
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館 

【浦添大公園南エントランス展示コーナー】 

施設の中には「うらおそい歴史ガイド」が解説員としていま

すので、解説をご希望の方は気軽に声をかけてください。駐

車場も完備しています（バス対応可）。 

【浦添市歴史にふれる館（やかた）】 

平成28年2月にオープンした文化財の収蔵展示施

設。収蔵室の一部も公開しています。駐車場も完備

しています。 

○
う
ら
そ
え
歴
史
ガ
イ
ド 

 

ツ
ア
ー
随
時
受
付
中
で
す
！ 浦添市歴史にふれる館の地図 浦添グスク・ようどれ館と浦添大公園南エントラ

ンス展示コーナーの地図 

ご 利 用 案 内 


